


京都基本構想とは

　京都市の最上位の都市理念である世界文化自由都市宣言（1978年策定）

が示す「都市の理想」の実現に向けて、わたしたち京都市民がこれからも大

切にし、未来に引き継ぐべき価値や、めざすまちの将来像を示しています。

【京都市の政策体系】

市政の基本方針（京都のまちの羅針盤）

京都基本構想

都市の理念（都市の理想像）
世界文化自由都市宣言

毎年度予算
京都基本構想を具体化する単年度の事業

分野別計画、新京都戦略
京都基本構想を具体化する計画

なぜ、いま「まちの羅針盤」が必要なのでしょうか？

　千年先を見据え、今後25年間（2026年～2050年）の「まちの羅針盤」と

なるものです。

１

　わたしたちのくらしは、社会や技術の進歩によって便利になる一方
で、気候変動の影響や社会的分断の顕在化など、これまでのように経
済的な成長だけでは解決できない課題がいくつも生じています。

　京都でも、長い年月をかけて受け継がれてきたくらしの文化や伝統
的な町並み、商いのあり方など、このまちらしさをかたちづくってき
た大切なものが、失われかねない状況にあります。

　京都がこれからも京都らしくあり続け、千年先まで多くの人々をひ
きつけるまちであるために、この変化の激しい時代の中で、何を大切
にし、どんな未来をめざすのかをみんなで共有する「まちの羅針盤」
が必要です。

あきな
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的な町並み、商いのあり方など、このまちらしさをかたちづくってき

　世界文化自由都市宣言では、都市には理想が必要であること、そして

その理想は、世界の現状の正しい認識と自己の伝統の深い省察の上に立

ち、市民がその実現に努力することが必要であると述べています。京都

基本構想は、世界文化自由都市宣言が示す道筋をもとにした構成になっ

ています。

　　　「都市は、理想を必要とする」（序文・第四章）

　　　「世界の現状の正しい認識」（第三章）

　　　「自己の伝統の深い省察」（序文・第二章）

　　　「市民がその実現に努力する」（第四章・第五章）

世界文化自由都市宣言

　都市は、理想を必要とする。その理想が世界の現状の正しい認識と自己の
伝統の深い省察の上に立ち、市民がその実現に努力するならば、その都市は
世界史に大きな役割を果たすであろう。われわれは、ここにわが京都を世界
文化自由都市と宣言する。
　世界文化自由都市とは、全世界のひとびとが、人種、宗教、社会体制の相
違を超えて、平和のうちに、ここに自由につどい、自由な文化交流を行う都
市をいうのである。
　京都は、古い文化遺産と美しい自然景観を保持してきた千年の都であるが、
今日においては、ただ過去の栄光のみを誇り、孤立して生きるべきではない。
広く世界と文化的に交わることによって、優れた文化を創造し続ける永久に
新しい文化都市でなければならない。われわれは、京都を世界文化交流の中
心にすえるべきである。
　もとより、理想の宣言はやさしく、その実行はむずかしい。われわれ市民
は、ここに高い理想に向かって進み出ることを静かに決意して、これを誓う
ものである。

1978年（昭和53年）10月15日　京都市　

世界文化自由都市宣言が示す
「理想の都市」への道筋
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市民意見の募集開始

パブリック・コメントの実施

　特設サイト（みんなの理想京 ideal Kyoto）や
市民等が参加する対話イベント、アンケートなど
を通じて、市内外から２万３千件を超える御意見
をいただきました。

　京都市民の皆様をはじめ、市内外の幅広い方々からの御意見や、概ね35歳以
下の若者で構成する「未来共創チーム会議」からの提言も踏まえ、「総合計画審
議会」で議論を積み重ねられました。そして、審議会から「京都基本構想」の
策定に係る答申をいただき、それを基に京都市の視点で文章表現等を精査した
うえで、市会に議案として提案し、京都基本構想審査特別委員会での議論を経
て、全会一致で議決いただき、策定しました。

「京都基本構想」の施行
2026年1月～2050年12月

2024年10月～2025年9月

2025年7月14日～8月14日

　市民をはじめ多くの方々から1,514件の御意見（うち、約半数が20歳代以
下の次代を担う世代の方々）をいただきました。

2025年2月3日

2025年9月11日

　約１年にわたって議論を重ねていただき、その
結果を答申として取りまとめ、京都市に提出いた
だきました。

　「京都が大切にしている・共鳴する価値観はな
にか」等、さまざまなテーマで議論を重ねていた
だき、その結果をとりまとめ、審議会に提言いた
だきました。　　
　※  巻末「参考資料」参照

未来共創チーム会議からの提言

総合計画審議会からの答申

京都市会で全会一致で議決・策定 2025年12月11日

　「京都基本構想案」について、市会（京都基本構想審査特別委員会）での
活発な議論を経て、全会一致で議決いただき、策定しました。

策定のプロセス

ユニボイス
ダミー

３

うえで、市会に議案として提案し、京都基本構想審査特別委員会での議論を経
て、全会一致で議決いただき、策定しました。て、全会一致で議決いただき、策定しました。
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京都基本構想の構成

序文

第二章

第三章

第四章

第五章

第一章
京都基本構想
策定の背景

京都のかたち

世界・日本・
京都市のいま
と未来への
課題

わたしたち
京都市民が
めざすまち

京都を生きる
わたしたちの
これから

未来への
問いかけ

　京都が大切にしてきた３つの価値を未来に継承していく決意を
示しています。

　世界文化自由都市宣言が掲げる「都市の理想」
にいま一度立ち返り、京都基本構想を策定する
に至った背景を示しています。

　序文が示す３つの価値が育まれてきた歴史や
風土と、その価値がさまざまな人によっていま
のわたしたちのくらしの中に受け継がれてきて
いることを示しています。

　世界、日本そして京都市が直面している、ま
たこれから表面化しうる課題や危機等を示して
います。

　序文が示す価値を未来に引き継いでいくため、
３つの価値に紐づける形で、９つのめざすまち
の将来像を描いています。

　京都市民だけでなく、京都とさまざまな関わ
り方をする人も「わたしたち京都市民」と捉え、
力を合わせて京都のまちづくりを進めていくこ
とやその際の行政の役割などを示しています。

　京都基本構想をきっかけに、みんなで未来の
京都を考え、ともに語り合い、行動していきた
いという想いを込めています。

４

第五章
京都を生きる
わたしたちの
これから

未来への
問いかけ

　京都市民だけでなく、京都とさまざまな関わ
り方をする人も「わたしたち京都市民」と捉え、
力を合わせて京都のまちづくりを進めていくこ
とやその際の行政の役割などを示しています。

　京都基本構想をきっかけに、みんなで未来の
京都を考え、ともに語り合い、行動していきた
いという想いを込めています。

４４
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　京都基本構想をきっかけに、みんなで未来の　京都基本構想をきっかけに、みんなで未来の



序 文
　京都が大切にしてきた３つの価値を未来に継承していく決意を示しています。

　ここでは、京都が京都であり続けるために、わたしたち京都市民がこれ

からも大切にしていきたい３つの「価値」を、３つの「まちのすがた」と

して表現しています。その価値は人々のくらしや生業の中で大切に受け継

がれてきたものであり、京都の未来に引き継いでいく「決意」を示してい

ます。

　序文では、こうした価値を、次の３つの短い文章で言い換えています。

わたしたち京都市民は、京都市が、
わたしたちと世界中のあらゆる人々にとって、
歴史と文化を介して人間性を恢復できるまち、
自然への畏敬と感謝の念を抱けるまち、そして、
自他の生をともに肯定し尊重し合えるまちであり続けるために、
不断の努力を重ねていく。

いけい

せい

“

ふだん

　京都基本構想では、冒頭の６行で最も伝えたいことを端的に表現してい

ます。

　人間は、過去に生かされ、未来を生きている。

　人間は、自然に生かされ、自然を生きている。

　人間は、共同体に生かされ、共同体を生きている。

“

かいふく

５

なりわい

　人間は、過去に生かされ、未来を生きている。

　人間は、自然に生かされ、自然を生きている。

　人間は、共同体に生かされ、共同体を生きている。

“

５

序文であえて使った難しい漢字とその意味　　

　町内会や登下校の見守り、習い事、小さなお店の常連客、大学生・留学
生のように、経済合理性よりも、生身の人と人とのつながりを大切にして、
互いの違いを受け容れ、互いに尊重し合いながら生きること

自他の生をともに肯定し尊重し合えるまち3

これからも大切にしていきたい３つの価値

　鴨川や桂川の河川敷が憩いの場となり、地下水が京料理や酒づくりを支
えているように、わたしたちも自然の中を生きる命の一つであるという謙
虚さを持って、自然の恵みに感謝しながら生きること

自然への畏敬と感謝の念を抱けるまち2

　神事や藝道、工藝、神社仏閣、庭園が現在に受け継がれているように、
「過去」の積み重ねの上に「現在」があり、ひとりひとりのくらしの積み
重ねの先に「未来」があるという、時間の連なりを意識しながら生きること

歴史と文化を介して人間性を恢復できるまち1

恢復（かいふく）
　　「恢」は「もどる」という意味のほかに、「ひろめる」「おおきい」
　という意味を有しており、「恢復」はより高い次元で元の状態に戻る
　（本来のあるべき状態に戻る）ことを意味しています。

畏敬（いけい）
　　自分（たち）を超える人や物などの偉大さや存在感に対して抱く、
　おそれや敬う気持ちが両立している精神状態を意味しています。

藝（げい）
　　一般的に用いられる「芸」は、もともと「草を刈り取る」という
　意味を有しているのに対し、旧字体の「藝」は、「木や草を植える」
　という意味を有しており（例：園芸、農芸）、本基本構想では「藝」
　を用いています。
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げいどう
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い

こうげい

かいふく

い け い

せい
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第一章　京都基本構想策定の背景

　序文が示す３つの価値が育まれてきた歴史や風土と、その価値がさまざまな人に
よっていまのわたしたちのくらしの中に受け継がれてきていることを示しています。

世界文化自由都市宣言の策定
1978年

2011年  地方自治法改正

1999年

2025年

　まちの理想の実現に向けて、わた
したち京都市民が大切にしていきた
い価値を示しています。

　1999年に策定した京都市基本構
想は、「わたしたち京都市民」を
主語とし、市民の根底に流れる価
値観を、「めきき」「たくみ」
「きわめ」「こころみ」「もてな
し」「しまつ」という６つの得意
技として再確認しました。

1983年

京都市基本構想の策定

京都基本構想の策定

　京都は、まちを囲む山々を水源とする豊かな河川
や地下水などの恩恵を受け、庭園や茶道、酒づくり
や京野菜などを発展させる中で、「わたしたちも自
然の中を生きる命の一つである」という思想を育ん

できたまち。
　この思想は、年中行事や食、装いなどに表れる四季折々の季節感として、
いまもくらしの中に息づいています。

基本構想の策定義務が廃止

悠久の自然との
共生の中で

　京都は、戦乱等の危機を文化の力で乗り越えなが
ら、歴史を重ね、その中で育んだ文化を人々の愛着
と努力によって受け継いできたまち。
　これは、まちの先人たちが、歴史と文化を伝え合

い、学び合い、教え合ってきたからこそできたことです。

歴史の重なり、
文化の奥ゆき、
ひとの連なり

第二章　京都のかたち

７

ゆうきゅう

できたまち。できたまち。
　この思想は、年中行事や食、装いなどに表れる四季折々の季節感として、
いまもくらしの中に息づいています。

　京都は、戦乱等の危機を文化の力で乗り越えなが
ら、歴史を重ね、その中で育んだ文化を人々の愛着
と努力によって受け継いできたまち。
　これは、まちの先人たちが、歴史と文化を伝え合

い、学び合い、教え合ってきたからこそできたことです。

歴史の重なり、
文化の奥ゆき、
ひとの連なり

７

いの立場や領分を弁えて協働できる節度が育まれ、人々の信頼の基礎になっ
ています。
　この節度と矜持に基づくひらかれたまち柄のもと、古いものを守るとと
もに、新たな文化や産業を創出してきたことが、現在の大学や研究機関、
先端技術産業の集積につながっています。

節度と矜持に基づく
ひらかれたまち柄

世界有数の
学藝の府

　世界、日本そして京都市が直面している、またこれから表面化しうる課題や危機
等を示しています。

　人口動態の変化は、コミュニティの弱体化のみならず、住民自治の伝
統や支え合いの精神を希薄化させ、福祉や行事、文化の保全にも影響を
与えています。

文化、藝術、伝統的な匠の技や祭事、商いのあり方を学び合い、教え合う、
人の連なりである「京都学藝衆」の日々の積み重ねであり、価値の継承に
不可欠な存在といえます。

第三章　世界・日本・京都市のいまと　

　京都は、多様で多彩な人々が集い、交わ
り、違いを受け容れ、支え合ってきたまち。
　だからこそ、伝統を守り抜く矜持と、互

　京都は、学術と文化・藝術の双方で世界的にも稀有な
「学藝の府」として知られているまち。
　これを支えているのは、京都の価値を体現する学術や

８

未来への課題

き ょ う じ

がら

わきま きょうどう

げいじゅつ け　う

がくげい

きはく

い

きょうじ がら

がくげい

げいじゅつ あきな

がくげい

　経済面では、地域のくらしや文化をも支えてきた地域企業の担い手が
不足。また観光客の増加に伴い、特定の観光地への訪問客の集中、伝統
的な町並みや商いのあり方の変容など、市民生活と生業に影響が生じて
います。

なりわい

きょうじ

　環境面では、記録的な豪雨や猛暑日が増加し、市民の日常生活に大き
な影響が。また、祭事や食文化などを支えてきた貴重な在来種が消失の
危機にあります。

　国際社会では、新型コロナウイルス感染症の流行や戦争・
紛争の発生・継続、自国第一主義への回帰など、不安定な状
況が継続しています。

あきな

たくみ

与えています。

８
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世界の文化と交流し、
新たな文化を創造し続ける

平穏と静寂のもとで自己と
世界に深く向き合える

　序文が示す価値を未来に引き継いでいくため、３つの価値に紐づける形で、
９つのめざすまちの将来像を描いています。

第四章　わたしたち京都市民がめざすまち　

　短期的な利益のみを求めるのではな

く、市内外の人々と切磋琢磨しながら

積極的に連携・協力し、時勢に翻弄さ

れることなく、本物（ほんまもん）の

さまざまなかたちを学び、受け容れ、

新たに創造し続け、まちの活力や基盤

としていきます。

本物（ほんまもん）を
追究・創造し続ける

第一節  歴史と文化を介して人間性を恢復できるまち

　市内の人々が、世界の人々と交流を

重ねながら、世界へと活躍の場を広げ

ていける、そして、多様で多彩な人材

がこのまちと交ざり合うことで生まれ

る新しい文化を受け容れながら、日本

中・世界中の人々に選ばれるまちにし

ていきます。

　まち全体をキャンパスと捉え、未来

を担う子どもや若者をはじめ、このま

ちの至るところに息づく歴史や文化、

匠の技などに触れられる環境を整えて

いくことで、さまざまな物事を個性に

応じて追求することができ、だれもが

学び続けられる、夢中と感動に溢れた

まちにしていきます。

「夢中」と「感動」に溢れ、
学び続けられる

　このまちの自然と歴史と文化が醸成

してきた平穏と静寂のもと、自分自身

や世界とにしずかに深く向き合い、あ

らゆる分断を乗り越え、尊重し合える

ことを再確認できるまちであり続ける

ことで、世界の平和と共栄に貢献して

いきます。

本文中のキーワード
本物（ほんまもん）、不易流行、感性
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　性別や国籍などに関わらず、互いを

認め合い、尊重し合いながら、すべて

のひとが個性を発揮し、「居場所」と

「出番」を見つけていくことで、それ

ぞれが望む生き方やくらし方を実現で

きるまちにしていきます。

ひとりひとりの個性や
価値観を尊重し合える

本文中のキーワード
「居場所」と「出番」、受容

　自然の中を生かされている命の一つ

であるという謙虚さを持って、歴史と

文化をかたちづくってきた自然の恵み

に感謝しながら、日々のくらしを営み、

自然と共生するまちにしていきます。

謙虚に自然と関わり続ける

第二節  自然への畏敬と感謝の念を抱けるまち

　歴史の中で培ってきた危機を克服す

るしなやかさを保ち、さまざまな主体

と連携・協力しながら、これから生じ

うる危機に備え、対応する術を探求し、

立ち直ることができるまちにしていき

ます。

災害や感染症などの
危機からしなやかに立ち直る

　住民自治の伝統を大切にしつつ、肩

書きや立場を超えて、さまざまな人々

とのつながりを紡ぎ続けることにより、

誰もが安心してくらし、愛着を抱くこ

とができるまちにしていきます。

多層的でゆるやかな
つながりが続く

第三節  自他の生をともに肯定し尊重し合えるまち

　互いに支え、支えられる関係の中で、

誰ひとり取り残されることなく、それ

ぞれが社会とのつながりと役割を担い

ながら、自分らしく、安心して安全に

くらすことができるまちにしていきま

す。

支え合いの中で
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　京都市民だけでなく、京都とさまざまな関わり方をする人も「わたしたち京都
市民」と捉え、力を合わせて京都のまちづくりを進めていくことやその際の行政
の役割などを示しています。

　３つの価値は、単なる理念ではなく、人々のくらしや生業の中で大切に受
け継がれてきたものであり、永く後世に遺していきたい、わたしたち京都市
民の大切なものです。
　しかし、価値は見えないもので、意識しないと消えていってしまいます。
　だからこそ、わたしたち京都市民は、日々のくらしや生業の中で、この価
値を常に見つめなおし、自覚し、共有し、行動につなげ、未来に引き継ぎ、
９つのめざすまちの将来像の実現に向けて努力していく必要があります。
そのために、

そして、

多義的な市民と、より積極的に協働していく
　京都のまちは、このまちでくらす市民の皆様はもちろん、通勤・通学
される人々から大学生・留学生、観光で訪れる人々、休日に趣味や習い
事で訪れる人々まで、さまざまな関わり方を見出すことができます。
　これからは、市内に居住されていなくても、京都のまちに愛着を抱い
ていただいている人々を、「多義的な市民（＝0.1市民）」として捉え
て、ともに京都の価値についての理解を深めるとともに、めざすまちの
将来像の実現に向けて、より積極的に協働していきたいと考えています。

　京都にかかわるすべての人々が、このまちに「居場所」
と「出番」を見つけ、またつくり出せるよう協働していく
ことで、京都の未来の基盤にしていきたいと考えています。

行政は、公事にかかわる市民と多義的な市民との結節点となる
　これからは、より多様でより多彩な人々が、自分事として公共にかか
わっていただけるよう、行政は、業務のあり方を不断に見直して、公・
共・私の境界をできるだけ低くして、公事にかかわる市民と多義的な市
民（＝0.1市民）とをつなげる結節点となり、ともに対話と議論を重ね
て、みんなが協働でまちづくりを担っていけるような仕組みを設計して
いきます。

第五章　京都を生きるわたしたちのこれから　
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観光客が増加を続けていく中で、わたしたちの生活や
生業と観光産業をどのように調和させ、伝統的な町並
みや商いに支えられているまちの魅力や活力の向上に
つなげていくのか。

未来への問いかけ

　この「未来への問いかけ」には、京都基本構想をきっかけに、みんなで未
来の京都を考え、ともに語り合い、行動していきたいという想いを込めてい
ます。

　変化の大きい時代、正解は一つとは限りません。だからこそ、「京都らし
さとは何か」、「何を次の世代へつないでいくのか」という問いを持ち、対
話と議論を重ねていくことが大切です。
　そのため、京都基本構想では、７つの問いを設けています。
　例えば、

　京都の未来をつくるのは、特別な誰かではなく、京都にかかわるわたし
たちひとりひとりです。
　わたしたちが、このまちの価値や魅力を見つめなおし、何を大切にして
次の世代へつないでいくのかを、常に問い続けること。その積み重ねこそ
が、京都の明日を切り拓きます。

“
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少子高齢化をはじめとする社会的要因で支援・ケアを
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とり取り残さないまちを築いていくのか。

わたしたちの京都が、このまちの千年の歴史に対し
て、ひいては、これから千年先の未来に対して、胸を
張れるものであるか。
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共・私の境界をできるだけ低くして、公事にかかわる市民と多義的な市
民（＝0.1市民）とをつなげる結節点となり、ともに対話と議論を重ね
て、みんなが協働でまちづくりを担っていけるような仕組みを設計して
いきます。
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ふだんふだん

きょうどう

おおやけごと

きょうどう

観光客が増加を続けていく中で、わたしたちの生活や
生業と観光産業をどのように調和させ、伝統的な町並
みや商いに支えられているまちの魅力や活力の向上に
つなげていくのか。

未来への問いかけ

　この「未来への問いかけ」には、京都基本構想をきっかけに、みんなで未
来の京都を考え、ともに語り合い、行動していきたいという想いを込めてい
ます。

　変化の大きい時代、正解は一つとは限りません。だからこそ、「京都らし
さとは何か」、「何を次の世代へつないでいくのか」という問いを持ち、対
話と議論を重ねていくことが大切です。
　そのため、京都基本構想では、７つの問いを設けています。
　例えば、

　京都の未来をつくるのは、特別な誰かではなく、京都にかかわるわたし
たちひとりひとりです。
　わたしたちが、このまちの価値や魅力を見つめなおし、何を大切にして
次の世代へつないでいくのかを、常に問い続けること。その積み重ねこそ
が、京都の明日を切り拓きます。

“
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あなたの一歩は、何ですか？

なりわい

あきな

少子高齢化をはじめとする社会的要因で支援・ケアを
必要とする人が増え続けつつも支援やケアを担う人材
が減少していく見込みであるところ、どのように誰ひ
とり取り残さないまちを築いていくのか。

わたしたちの京都が、このまちの千年の歴史に対し
て、ひいては、これから千年先の未来に対して、胸を
張れるものであるか。

　京都の未来をつくるのは、特別な誰かではなく、京都にかかわるわたし
たちひとりひとりです。
　わたしたちが、このまちの価値や魅力を見つめなおし、何を大切にして
次の世代へつないでいくのかを、常に問い続けること。その積み重ねこそ
が、京都の明日を切り拓きます。
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て、ひいては、これから千年先の未来に対して、胸を
張れるものであるか。








